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令和２年５月２６日 

青森県立高等学校教育改革推進計画基本方針検証会議 

資料１



  



 

１ 青森県立高等学校教育改革推進計画基本方針検証会議の設置趣旨 

  青森県立高等学校教育改革推進計画基本方針検証会議（以下「検証会議」と

いう。）は、令和５年度から令和９年度までを計画期間とする青森県立高等学

校教育改革推進計画第２期実施計画（以下「第２期実施計画」という。）の策

定に当たり、その基本的な考え方を示す青森県立高等学校教育改革推進計画

基本方針（以下「基本方針」という。）について、改めて確認し必要に応じて

見直しを図ることを目的として設置された。 

  当検証会議は、令和２年３月から２回開催し、これまでの青森県教育委員会

における取組等を確認し、基本方針見直しの必要性等について協議、検討した

ので、次のとおり報告する。 

 

２ 検証の進め方 

  検証に当たっては、青森県立高等学校将来構想検討会議答申（以下「答申」

という。）を踏まえ、基本方針や青森県立高等学校教育改革推進計画第１期実

施計画（以下「第１期実施計画」という。）に基づき、県教育委員会において

どのように取り組んできたのかを確認した。 

  その上で、中学校卒業（予定）者数の推移等、高等学校を取り巻く環境の変

化に対応し、本県の未来を担う人財を育成するための教育環境の整備に向け、

基本方針見直しの必要性等について検討した。 

 

３ 答申を受けた県教育委員会の取組に係る評価 

（１）県立高等学校教育改革推進計画の背景等 

《答申》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《評価》 

 

 

 

 

①グローバル化・情報化による社会の急速な変化 
 生涯にわたって学び続け、知識や情報を活用しながら「答えのない課題」に、主体的・協
働的に取り組み課題を解決できる人財が求められている。 
 （国の制度改正→学習指導要領等の改善・大学入学者選抜制度の改革 等） 
②生徒の多様化（高校進学率99.0%、大学進学率44.0%） 

③生徒数の減少（中学校卒業(予定)者数の推移） 

12,666 12,343 
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１０年間で約３，１００人の減少

次 期 計 画

○ 県立高等学校教育改革の前提となる中学校卒業予定者数が、答申作成時

では、平成２９年３月から令和９年３月までの１０年間で約３，１００人

減少する見込みであったが、当時の推計とほぼ乖離のない状況を確認でき

た。 
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（２）学校・学科の在り方 

《答申》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

《評価》 

 

  

１ 全日制課程 

 (1)普通科等 

 ◇各高校が連携し、大学進学や就職への対応等、幅広い教育を提供 

 ◇グローバル教育や理数教育等に重点的に取り組む学校の設置や各高校の特色化

の推進 

 (2)職業教育を主とする専門学科 

 ◇基礎的・基本的な知識・技能、職業の多様化に対応できる資質・能力の育成 

 ◇各専門分野における幅広い学習内容を提供する学校の設置や各高校が連携する

体制の整備 

 (3)総合学科 

 ◇多様な進路志望に対応できる教育課程の編成や主体的な学習の充実 

 ◇生徒のニーズを踏まえた系列の見直し 

２ 定時制課程・通信制課程 

 ◇様々な事情を抱える生徒に高校教育を受ける機会を提供 

 ［定時制］スクールソーシャルワーカー等専門スタッフの配置の充実 

 ［通信制］後期入学制度の導入 

 ◇現状の６地区への配置の考え方を基本に充実 

３ 多様な教育制度 

 ［全日制普通科単位制］導入校における充実を図るとともに、進路志望等の達成

に向け、新たな導入について検討 

 ［中高一貫教育］ 

  ・連携型…今後の在り方について検討 

  ・併設型…新たな設置については、地区の中学校の生徒数等を考慮し判断 

 ［総合選択制］各学科の専門性を生かした幅広い教育活動のさらなる充実 

○ 第１期実施計画に基づき各事業や学科改編等を実施しており、これらは

答申が示す趣旨と合致していることから、引き続き取り組んでもらいた

い。 

○ 重点校・拠点校について、その果たす役割を周知するとともに、機能の

一層の充実に取り組んでもらいたい。 
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（３）学校規模・配置 

《答申》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

《評価》 

  

１ 学校規模・配置の検討に当たって考慮すべき観点 

◇高校教育を受ける機会の確保 

 ・各地区における中学生の進路の選択肢の確保 

 ・通学環境への配慮 

◇充実した教育環境の整備 

 ・各高校に共通して求められる教育環境の整備 

 ・普通科等の重点校の設置 

 ・職業教育を主とする専門学科の拠点校の設置 

２ 学校規模の方向性 

◇学校規模の標準 

◇通学環境に配慮した対応 

３ 学校配置の方向性 

◇学校配置の考え方 

 ・必要に応じて地域の意見を伺う機会を設定 

◇通学環境に配慮して配置する高校への対応 

 ・募集停止や統合を検討することとなる具体的な基準の観点 

 ・所在市町村等との連携によるスクールバスの運行、通学費補助（奨学金での対 

応を含む。）等の支援策の検討 

◇統合の方法 

・開設準備委員会（仮称）等の設置 

・異なる学科の高校の統合による複数の学科を有した高校の設置 

○ 学校規模の標準について、生徒数が減少する中にあっても、生徒一人一人

にこれからの時代に求められる力を育むため、今後も取組を継続してもらい

たい。 

○ 基本方針に定める基準等に該当した地域校については、中学生の進路選択

に不安を与えないような対応について検討してもらいたい。 

○ 第２期実施計画の策定に当たって、第１期実施計画同様、地域の御意見を

伺うことが非常に大切であり、地区意見交換会を実施するとともに、統合が

ある場合は開設準備委員会を開催し、関係者の御意見を伺いながら取り組ん

でもらいたい。 

その際、様々な御意見にも耳を傾けながら、県民と協力して取り組んでい

く姿勢が必要だと考える。 
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（４）各地区の学校配置等に関する基本的な方向性 

《答申》 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《評価》 

 

 

 

 

  

 

 東青 西北 中南 上北 下北 三八 

学級数増減 

見込※1 

△13～△15 

学級 

△8～△10 

学級 

△9～△11 

学級 

△10～△12 

学級 

△3～△5 

学級 

△6～△8 

学級 

H39(R9） 

学級数見込 

39～41 

学級 

17～19 

学級 

33～35 

学級 

31～33 

学級 

12～14 

学級 

36～38 

学級 

重点校 設置 設置※２ 設置 設置 設置※２ 設置 

拠点校 
設置 

(工業･商業) 

設置 

(農業) 

設置 

(工業) 

設置 

(農業) 
－ 

設置 

(工業) 

その他 
総合学科は、既設の４地区での配置を継続。 

複数学科を有する高校の新たな設置について検討。 

※1 平成２９年度と平成３９年度（令和９年度）の学級数の見込みを比較。 

※2 西北地区及び下北地区の重点校は６学級未満の規模であっても柔軟に対応。併せて単位制の導

入を検討。 

○ 学校配置に当たっては、毎年の中学校卒業予定者数を確認した上で、第

１期実施計画に基づき進められており、今後も継続して取り組んでもらい

たい。 
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（５）魅力ある高等学校づくりに向けて 

《答申》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

《評価》 

  

１ 学校・家庭・地域等との連携の推進 

◇高校間の連携       

◇小学校や中学校との連携 

◇特別支援学校との連携   

◇大学等との連携 

◇家庭・地域等との連携 

２ 教育活動の充実に向けた取組 

◇各学校の魅力化と情報発信 

◇教員の資質向上と教職員定数等の見直し 

◇ＩＣＴの活用による教育活動の充実 

◇施設・設備の充実 

◇全国からの生徒募集 

３ 本県高等学校教育の充実に向けた継続的な検証 

◇生徒や保護者等を対象とした高等学校教育に関する意識調査等の実施 

 

○ 統合等について、どのような効果があったのかなど継続的な検証が必要

であり、基本方針、第１期実施計画に掲げる取組を大切にしてもらいたい。

○ 全国的に中学校卒業予定者数が減少していく中で、生徒の教育環境の充

実を図るため、答申策定時と比べ全国からの生徒募集を導入している都道

府県が増加しているとともに、高等学校が所在する市町村等が中心となり、

高等学校の魅力化に取り組み、全国から生徒を募集した結果、高等学校の活

性化が図られた事例もあった。 

このことから、多様な価値観に触れる機会を確保するなど本県の生徒に

とってより充実した教育環境の実現という視点を踏まえた上で、全国から

の生徒募集の導入について検討してもらいたい。 
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４ 第２期実施計画策定に向け検討を期待する取組 

  これまでの検証・協議を踏まえ、第２期実施計画の策定に当たっては、以

下の点について基本方針の見直しを含めて検討がなされることを期待する。 

 

（１）重点校、拠点校における連携の推進 

 ○ 重点校、拠点校は、各高等学校と連携しながら県全体の教育力を維持し、

更に向上させるため一定の規模を維持して配置したものであり、この取組

は継続していくべきと考える。 

○ また、重点校、拠点校の連携の状況を積極的にアピールしていくととも

に、重点校、拠点校と周辺の高等学校との円滑な連携に向け、その体制づ

くりを進めてもらいたい。 

 

（２）中学生の進路選択への配慮 

 ○ 基本方針に定める基準等に該当した地域校については、中学生の進路選

択に不安を与えないような対応を検討してもらいたい。 

 

（３）全国からの生徒募集の導入 

 ○ 全国からの生徒募集を導入している都道府県が近年増加しているととも

に、高等学校が所在する市町村等が中心となり、全国から生徒を募集した

結果、高等学校の活性化が図られた好事例もあることから、本県の生徒に

とってより充実した教育環境の実現という視点を踏まえた上で、全国から

の生徒募集の導入について検討してもらいたい。 
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 １ 青森県立高等学校教育改革推進計画基本方針検証会議設置要綱 

 

 ２ 青森県立高等学校教育改革推進計画基本方針検証会議委員名簿 

 

 ３ 青森県立高等学校教育改革推進計画基本方針検証会議の協議経過 

 

 ４ 青森県立高等学校教育改革推進計画基本方針検証会議における主な意見 

 

 ５ 青森県立高等学校教育改革推進計画におけるこれまでの取組状況 
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１ 青森県立高等学校教育改革推進計画基本方針検証会議設置要綱 

 

（設置） 

第１ 青森県立高等学校教育改革推進計画基本方針について、社会の変化等を

踏まえ検証するため、青森県立高等学校教育改革推進計画基本方針検証会議

（以下「検証会議」という。）を設置する。 

 

（所掌事務） 

第２ 検証会議は、次に掲げる事項について検証し、青森県教育委員会教育長

（以下「教育長」という。）に報告する。 

（１）青森県立高等学校教育改革推進計画基本方針に基づく県教育委員会の取

組に関すること。 

（２）その他青森県立高等学校教育改革推進計画に関すること。 

 

（組織） 

第３ 検証会議の委員は、別記に掲げる者のうちから教育長が委嘱する。 

２ 検証会議に委員長及び副委員長を置く。 

３ 委員長及び副委員長は、委員の互選による。 

４ 委員長は、検証会議を主宰する。 

５ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠け

たときは、その職務を代行する。 

 

（任期） 

第４ 委員の任期は、委嘱した日から令和２年６月３０日までとする。 

 

（会議） 

第５ 検証会議は、教育長が招集する。 

 

（庶務） 

第６ 検証会議の庶務は、青森県教育庁高等学校教育改革推進室において処理

する。 

 

（その他） 

第７ この要綱に定めるもののほか、検証会議の運営に関し必要な事項は、別に

定めるものとする。 

 

   附 則 

この要綱は、令和２年１月３０日から施行する。 
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別記 

 

 検証会議委員 

１ 青森県立高等学校将来構想検討会議委員であった者 

２ その他教育長が特に必要と認める者 
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２ 青森県立高等学校教育改革推進計画基本方針検証会議委員名簿 

                               （敬称略） 

委 員 名 役 職 等 備 考 

香 取   薫 
青森公立大学 学長 

（元青森県立高等学校将来構想検討会議 議長） 
委員長 

古 山 哲 司 
元県立弘前高等学校 校長 

（元青森県立高等学校将来構想検討会議 中南地区部会長） 

 

佐 井 憲 男 
元県立五所川原高等学校 校長 

（元青森県立高等学校将来構想検討会議 西北地区部会長） 

 

相 馬 俊 二 
元県立むつ工業高等学校 校長 

（元青森県立高等学校将来構想検討会議 下北地区部会長） 

 

瀧 本 壽 史 

弘前大学大学院教育学研究科教職実践専攻 

（教職大学院）教授 

（元青森県立高等学校将来構想検討会議 副議長） 

副委員長 

斗 沢 一 雄 
元県立名久井農業高等学校 校長 

（元青森県立高等学校将来構想検討会議 三八地区部会長） 

 

長谷川 光 治 
元県立三本木高等学校 校長 

（元青森県立高等学校将来構想検討会議 上北地区部会長） 

 

三 上 順 一 
元県立青森高等学校 校長 

（元青森県立高等学校将来構想検討会議 東青地区部会長） 

 

 

 

３ 青森県立高等学校教育改革推進計画基本方針検証会議の協議経過 

 

回 年 月 日 内 容 

１ 令和２年３月２５日 ○ 青森県立高等学校将来構想検討会議答申を受

けた県立高等学校教育改革の取組状況及び課題

確認 

２ 令和２年５月１１日 ○ 委員の意見に基づく検討事項 

○ 検証結果の整理 
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４ 青森県立高等学校教育改革推進計画基本方針検証会議における主な意見 

（１） 第１回検証会議における主な意見 

① 学校・学科の在り方 

○ 重点校や拠点校の取組として、スーパーグローバルハイスクールやス

ーパーサイエンスハイスクールなど様々な取組があるが、学校の教員、特

に理科・数学の教員の負担が増えないよう県教育委員会において教員の

増員配置を行うなどの配慮をしてほしい。 

○ 重点校や拠点校は、各高等学校と連携しながら県全体の教育力を維持

し、更に向上させるため一定の規模を維持して配置したものであり、この

取組は基本的に残していくべきと考える。 

○ 重点校の取組について、重点校において様々な事業を進め、その事業に

他の学校が参加していくという事業参加型と、周辺の学校が「実施したい、

支援してほしい」と考えることに対して、重点校が人材、物資両面や成果

の活用も含めて支援していくという双方向型の２つのパターンがある。

このような重点校や拠点校が果たす役割を積極的にアピールするととも

に、周辺の高等学校の学校経営も考慮し、連携していく体制づくりが必要

と考える。 

○ 重点校に現在導入している単位制や併設型中高一貫教育については、

引き続き取り組んでもらいたい。 

 ○ 地区意見交換会では重点校に生徒が集中し、周りの学校の定員割れが

更に進むのではないかという意見もあったが、令和２年度入学者選抜に

おいて再募集となった重点校があったことから、その懸念は当たらず、む

しろ重点校の考え方が浸透していないのではないか。 

○ 重点校、拠点校の配置等については第１期実施計画どおり行われてい

るが、「県全体の普通科等の質の確保・向上を図るための重点校と各高校

との連携」及び「県全体の職業教育を主とする専門学科の質の確保・向上

を図るための拠点校と各高校との連携」が重点校、拠点校配置の大きな目

的でもあるので、その連携の状況を分かりやすく、もっとアピールしても

良いのではないか。 

 

② 学校規模・配置 

○ 基本となる学校規模を１学年当たり４学級以上、重点校は６学級以上、

拠点校は１つの専門学科で４学級以上としている学校規模の標準は、学

校の活力の面から成果があると考えられるため、今後も続けていただき

たい。 

  ○ 第１期実施計画で配置した地域校のうち、青森北高等学校今別校舎等

が令和２年度募集停止となり非常に残念である。この背景に、少子化が地

域において非常に進んでいることや高等学校教育に関する意識調査の結

果にあるように、文化祭や部活動等の教育活動の活性化について懸念が

あるため、なかなか生徒が集まらない状況になっていると考える。 
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  ○ 開設準備委員会について、中南地区統合校開設準備委員会の検討状況

においては、当初、各自が関係する学校への思いが非常に強く、その思い

を意見として述べるような雰囲気であったが、協議を重ねていくうちに

「新しい統合校に対して、自分たちが関わってきた学校の特色を是非生

かしてほしい」と「地域の子どもたちが夢をかなえる多様な選択ができる

ような学校を作っていきたい」という２つのスタンスで協議が進み、順調

に会議を終えることができたと思う。 

○ 青森県立高等学校将来構想検討会議では、小規模校は、生徒数が少ない

ことから、より目が届き、きめ細かい指導が可能となる一方で、少人数に

より、部活動・学校行事・学校生活を維持していくための日々の活動に問

題が生じることについて議論されてきた。これらのことを、教員・生徒は、

様々な工夫で解決し、学校生活を送っているが、一番の問題は、生徒数の

減少から教員数も減り、教科の専門教員を配置できず、教科指導の面での

問題が生じることである。生徒の可能性を伸ばすためには、多くのことを

経験できる環境を提供するためにもある程度の規模の学校が必要だと考

える。 

○ 高等学校教育に関する意識調査（９０頁）では「小規模化しても残した

方が良い」という回答が生徒・保護者ともに平成２６年調査と比較して１

０％近く減少している。これは、生徒一人一人ときめ細かく向き合うこと

に、全ての高等学校が努力していることの理解が進んだためだと考えら

れる。 

 

③ 魅力ある高等学校づくりに向けて 

○ 以前は、学級の増減が前年度の１０月頃に分かり、慌てて次年度の対応

をしていく形であったが、第１期実施計画からは翌々年度分の募集人員

の見込みを含めて公表しているということなので、良い取組だと思う。 

  ○ 翌々年度分の募集人員の見込みを公表していることによって、中学生

が見通しを持って進路選択ができると思う。継続して進めていただきた

い。 

  ○ 全国からの生徒募集を実施している高等学校において入学者数が増え

ているのは、寮の整備や寮費を補助するなど、その地域の団体や市町村が

県外生徒に係る経費を補助しているからだと思う。県外生徒を地域に溶

け込ませるために、様々な行事を企画し参加させるなどといった工夫も

しているが、全国募集を行うに当たっては、金銭的な補助が課題になるの

ではないか。 

  ○ 他県では県外生徒をうまく募集している好事例もあるが、本県の生徒

にとって、より充実した教育環境の実現という視点が必要となる。 

  ○ 高等学校の魅力化を図って全国から生徒が入学すれば、高等学校が更

に活性化し、本県の生徒のためになっていく。 
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（２） 第２回検証会議における主な意見 

① 総合学科における教育活動 

○ 総合学科が設置された当初は、生徒が自分たちで時間割を作成するこ

とから生じる問題や科目が多いことによる教員の負担増の問題などがあ

った。現在、答申を踏まえて、第１期実施計画のとおり進んでいること

が確認できたので、引き続き、総合学科における教育活動の充実に努め

ていただきたい。 

○ 選択科目が生徒の多様なニーズに対応しているか、最終的な進路に結

びつく科目になっているかなどの観点により、引き続き、総合学科の検

証を進めてほしい。 

 

② 全国からの生徒募集 

○ 本県において全国からの生徒募集を導入する場合、八戸水産高等学校

や三本木農業高等学校などの特色ある学科を設置している高等学校であ

れば県外生徒は集まりやすいのではないか。 

○ 基本的には全国からの生徒募集については導入の検討を進めてほしい

と考えるが、導入に当たっては、今後の本県の高等学校教育の在り方に

どう影響していくのかという視点を踏まえる必要がある。 

○ グローバル化が進展する今だからこそ、県の垣根を越えて全国の中で

本県の子どもたちに質の高い教育を提供していく必要がある。 

○ 普通科や職業教育を主とする専門学科など、今後の本県の高等学校教

育の枠組みを考えていく上で、全国からの生徒募集という観点を取り入

れることにより、新たな枠組みを展開していけるのではないか。 

○ 本県の私立高等学校において、既に全国又は世界からの生徒募集を実

施しており、大学においても全国から学生が集まっている状況にある。

県立高等学校も全国的な視野を持つ必要がある。 

○ 全国からの生徒募集の導入方法は様々あると思うが、是非導入に向け

た検討を進めてほしい。その場合、様々な御意見を伺いながら、子ども

たちのニーズ等を把握するなどの観点により、検討してもらいたい。 
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５　青森県立高等学校教育改革推進計画におけるこれまでの取組状況
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な
能
力
や
態
度
の
涵
養
 

・
 本

県
高
校
教
育
全
体
の
質
の
確
保
・
向
上
に

向
け
た
各
高
校
の
連
携
に
よ
る
特
色
あ
る
教

育
活
動
の
実
施
 

                 

○
 
課
題
の
発
見
と
解
決
に
向
け
た
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
践
 

 

○
 
以
下
の
事
業
等
を
実
施
 

深
い
学
び
に
よ
り
主
体
的
に
未
来
を
切
り
拓
く
高
校
生
育
成
事
業
 

研
究
指
定
校
で
の
実
践
研
究
や
大
学
・
企
業
と
の
連
携
し
た
体
験
学
習
の
実
施
に
よ
り
、
深
い
学
び
の
視

点
に
基
づ
く
探
究
型
学
習
を
推
進
 

未
来
社
会
を
切
り
拓
く
高
校
生
の
資
質
・
能
力
育
成
事
業
 

 
 

研
究
指
定
校
で
の
実
践
研
究
や
研
究
成
果
発
表
会
の
実
施
に
よ
り
、
地
域
課
題
解
決
に
向
か
う
資
質
・
能

力
の
育
成
を
推
進
 

 
青
森
県
の
将
来
を
担
う
グ
ロ
ー
バ
ル
人
財
育
成
事
業
 

英
語
力
向
上
の
た
め
の
指
導
・
評
価
モ
デ
ル
の
作
成
と
海
外
研
修
に
よ
り
、
国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る
実

践
力
を
持
っ
た
人
財
を
育
成
 

 
「
地
域
の
お
宝
」
を
学
び
地
域
活
動
を
担
う
高
校
生
育
成
事
業
 

小
・
中
学
生
、
シ
ニ
ア
世
代
等
と
の
協
働
に
よ
る
体
験
活
動
等
に
よ
り
、
地
域
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
持
っ

て
地
域
活
動
に
参
加
し
、
地
域
の
魅
力
を
発
信
で
き
る
高
校
生
を
育
成
 

 
総
合
学
校
教
育
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
研
修
講
座
等
の
実
施
 

○
 
社
会
人
・
職
業
人
と
し
て
自
立
す
る
た
め

に
必
要
な
能
力
や
態
度
の
涵
養
 

 

○
 
以
下
の
事
業
等
を
実
施
 

高
校
と
県
内
企
業
の
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
事
業
 

高
校
と
県
内
企
業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
、
就
職
後
の
将
来
像
を
助
言
す
る
企
業
人
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣

等
に
よ
り
、
高
校
卒
業
生
の
県
内
定
着
を
推
進
 

 
地
域
の
産
業
と
ビ
ジ
ネ
ス
を
支
え
る
人
づ
く
り
事
業
 

地
域
企
業
と
連
携
し
た
地
域
課
題
解
決
学
習
を
通
じ
た
能
力
向
上
と
高
度
資
格
取
得
の
推
進
等
に
よ
り
、
地

域
産
業
と
ビ
ジ
ネ
ス
を
支
え
る
人
財
を
育
成
 

 
地
域
と
連
携
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
事
業
 

高
校
と
県
内
企
業
の
理
解
促
進
の
た
め
の
講
演
会
、
企
業
訪
問
や
交
流
会
等
の
実
施
に
よ
り
、
高
校
生
の
職

業
観
・
勤
労
観
を
育
成
 

 
地
域
を
支
え
る
モ
ノ
づ
く
り
・
人
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
 

地
域
企
業
と
連
携
し
た
地
域
課
題
解
決
学
習
を
通
じ
た
能
力
向
上
と
高
度
資
格
取
得
の
推
進
等
に
よ
り
、
地

域
産
業
を
支
え
る
人
財
を
育
成
 

○
 
発
達
障
害
等
の
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す

る
生
徒
へ
の
対
応
（
通
級
に
よ
る
指
導
の
展

開
）
 

○
 
以
下
の
事
業
等
を
実
施
 

 
高
等
学
校
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
体
制
強
化
事
業
 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
等
に
よ
る
高
校
に
お
け
る
校
内
支
援
体
制
の
構
築
や
教
職
員
を
対
象
と
し
た
研
修
会

等
に
よ
り
、
発
達
障
害
等
特
別
な
ニ
ー
ズ
を
有
す
る
高
校
生
の
学
び
を
支
援
 

 
北
斗
高
等
学
校
へ
の
通
級
指
導
の
導
入
(平

成
３
０
年
度
) 

全
て
の
高
校
に
共
通
し
て
求
め
ら
れ
る
教
育
環
境
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基
本
方
針
 

第
１
期
実
施
計
画
 

取
組
状
況
 

普
通
科
等
 

○
 
特
色
あ
る
教
育
活
動
の
推
進
と
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
充
実
 

○
 
生
徒
の
幅
広
い
進
路
志
望
に
対
応
す
る
た

め
の
各
高
校
の
連
携
 

○
 
普
通
科
系
の
専
門
学
科
に
お
け
る
検
証
及

び
設
置
意
義
の
見
直
し
 

 《
重
点
校
の
配
置
》
 

○
 
今
後
求
め
ら
れ
る
人
財
の
育
成
に
向
け
た

特
色
あ
る
教
育
活
動
の
中
核
的
な
役
割
を
担

う
重
点
校
の
配
置
 

○
 
県
全
体
の
普
通
科
等
の
質
の
確
保
・
向
上

を
図
る
た
め
の
重
点
校
と
各
高
校
と
の
連
携
 

○
 
単
位
制
や
併
設
型
中
高
一
貫
教
育
の
拡
充

に
つ
い
て
検
討
 

 《
多
様
な
教
育
制
度
の
充
実
》
 

（
中
高
一
貫
教
育
）
 

○
連
携
型
…
今
後
の
在
り
方
を
検
討
 

○
併
設
型
…
新
た
な
設
置
に
つ
い
て
は
、
市
町

村
等
の
意
向
や
地
区
の
中
学
校
の
生
徒
数
等

を
考
慮
し
な
が
ら
検
討
 

 （
全
日
制
普
通
科
単
位
制
）
 

・
 
進
路
志
望
等
の
達
成
に
資
す
る
こ
と
が
で

き
る
場
合
に
は
新
た
な
導
入
に
つ
い
て
検
討
 

普
通
科
等
 

（
各
校
の
教
育
環
境
の
充
実
）
 

○
 
各
校
の
情
報
共
有
等
に
よ
る
生
徒
の
幅
広
い
進
路
志
望
へ
の
対
応
や
特
色
あ
る
教
育
活
動
の

充
実
 

○
 
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
・
科
学
技
術
人
材
の
育
成
に
向
け
た
取
組
等
の
推
進
 

○
 
今
後
求
め
ら
れ
る
人
財
の
育
成
に
向
け
た
特
色
あ
る
教
育
活
動
の
中
核
的
役
割
を
担
い
、
一

定
の
規
模
を
有
す
る
重
点
校
の
配
置
 

 

東
青
 

西
北
 

中
南
 

上
北
 

下
北
 

三
八
 

青
森
 

五
所

川
原
 

弘
前
 

三
本

木
 

田
名

部
 

八
戸
 

 

◆
 
県
全
体
の
普
通
科
等
に
お
け
る
教
育
の
質
の
確
保
・
向
上
を
図
る
た
め
、
各
校
の
連
携
に

よ
り
､生

徒
の
進
路
志
望
の
実
現
に
向
け
た
確
か
な
学
力
の
育
成
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
体
制
を
整
備
 

◆
 
地
区
の
実
情
か
ら
５
学
級
規
模
で
あ
っ
て
も
重
点
校
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
必
要
が
あ

る
田
名
部
高
校
に
単
位
制
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
他
の
重
点
校
に
併
設
型
中
高
一
貫

教
育
を
第
２
期
以
降
の
実
施
計
画
に
お
い
て
導
入
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
検
討
 

 （
学
科
改
編
等
）
 

＜
英
語
科
＞
 

○
 
英
語
科
（
三
沢
高
校
・
田
名
部
高
校
）
を
普
通
科
に
改
編
 

 ＜
そ
の
他
の
学
科
＞
 

○
 
 
理
数
科
、
外
国
語
科
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学
科
、
表
現
科
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
検
証
し
、
そ

の
結
果
に
応
じ
て
見
直
し
 

○
 
第
１
期
実
施
計
画
ど
お
り
実
施
 

 

・
各
校
に
お
い
て
進
路
指
導
等
、
連
携
し

た
取
組
の
実
施
 

・
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

（
青
森
高
校
）
の
実
施
 

・
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

（
青
森
高
校
、
弘
前
南
高
校
）
の
実
施
 

・
重
点
校
を
第
１
期
実
施
計
画
ど
お
り
配

置
。

重
点

校
が

実
施

す
る

教
育

活
動

（
医
師
を
志
す
高
校
生
支
援
事
業
等
）

へ
の
各
校
の
生
徒
の
参
加
や
学
習
成
果

の
共
有
等
の
連
携
・
推
進
 

・
田
名
部
高
校
へ
の
単
位
制
を
導
入
 

（
令
和
元
年
度
）
 

 

（
中
高
一
貫
教
育
）
 

・
併
設
型
中
高
一
貫
教
育
の
検
証
実
施
 

・
連
携
型
中
高
一
貫
教
育
の
在
り
方
検
討
 

（
田
子
中
学
校
・
田
子
高
校
）
 

 （
学
科
改
編
等
）
 

○
 
第
１
期
実
施
計
画
ど
お
り
実
施
 

＜
英
語
科
＞
 

・
三
沢
高
校
・
田
名
部
高
校
 

英
語
科
 →

 普
通
科
（
令
和
元
年
度
）
 

＜
そ
の
他
の
学
科
＞
 

・
理
数
科
、
外
国
語
科
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学

科
、
表
現
科
の
中
学
生
の
ニ
ー
ズ
等
の

検
証
実
施
 

全
日
制
課
程
の
方
向
性
（
普
通
科
等
）
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基
本
方
針
 

第
１
期
実
施
計
画
 

取
組
状
況
 

職
業
教
育
を
主
と
す
る
専
門
学
科
 

○
 
職
業
の
多
様
化
に
対
応
で
き
る
資
質
・

能
力
、
高
校
卒
業
後
も
学
び
続
け
る
態
度

の
育
成
 

○
 
大
学
と
の
接
続
を
視
野
に
入
れ
た
取
組

や
、
地
域
、
企
業
等
と
の
連
携
の
推
進
 

○
 
専
門
化
・
細
分
化
し
て
き
た
学
科
に
つ

い
て
、
各
専
門
分
野
の
基
礎
・
基
本
を
重

視
し
た
学
科
へ
の
見
直
し
の
検
討
 

 《
拠
点
校
の
配
置
》
 

○
 
農
業
科
・
工
業
科
・
商
業
科
に
お
い

て
、
各
学
科
の
専
門
科
目
を
幅
広
く
学
ぶ

と
と
も
に
、
専
門
的
な
学
習
を
深
め
る
拠

点
校
の
配
置
 

○
 
県
全
体
の
職
業
教
育
を
主
と
す
る
専
門

学
科
の
質
の
確
保
・
向
上
を
図
る
た
め
の

拠
点
校
と
各
高
校
と
の
連
携
 

 《
多
様
な
教
育
制
度
の
充
実
》
 

（
総
合
選
択
制
）
 

・
 
進
路
志
望
等
の
達
成
に
資
す
る
こ
と
が

で
き
る
場
合
に
は
新
た
な
導
入
に
つ
い
て

検
討
 

職
業
教
育
を
主
と
す
る
専
門
学
科
 

（
各
校
の
教
育
環
境
の
充
実
）
 

○
 
教
育
環
境
の
整
備
や
各
校
と
の
連
携
に
よ
る
特
色
あ
る
教
育
活
動
の
充
実
 

○
 
国
内
外
の
産
業
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
人
財
の
育
成
に
向
け
た
取
組
の
推
進
 

○
 
農
業
科
、
工
業
科
及
び
商
業
科
の
高
校
に
お
い
て
、
各
学
科
に
お
け
る
専
門
科
目
を
幅
広
く
学

び
､基

礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
を
身
に
付
け
る
と
と
も
に
専
門
的
な
学
習
を
深
め
、
各
学
科

の
学
習
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
一
定
の
規
模
を
有
す
る
拠
点
校
の
配
置
 

 
 

農
業
科
 

工
業
科
 

商
業
科
 

五
所

川
原

農
林
 

三
本
木
農
業
 

(上
北

地
区

統
合

校
) 

青
森
工
業
 

弘
前
工
業
 

八
戸
工
業
 

青
森
商
業
 

 

◆
 
県
全
体
の
職
業
教
育
を
主
と
す
る
専
門
学
科
に
お
け
る
教
育
の
質
の
確
保
・
向
上
を
図
る
た

め
、
拠
点
校
が
実
施
す
る
教
育
活
動
へ
の
各
校
の
生
徒
の
参
加
や
学
習
成
果
の
共
有
等
の
連
携
と

と
も
に
、
大
学
と
の
接
続
を
視
野
に
入
れ
た
取
組
や
地
域
、
企
業
等
と
の
連
携
・
協
力
に
よ
り
、

高
度
な
知
識
・
技
能
を
身
に
付
け
た
専
門
的
職
業
人
の
育
成
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

る
体
制
を
整
備
 

 （
学
科
改
編
等
）
 

 
P2
0～

21
の
と
お
り
 

○
 
第
１
期
実
施
計
画
ど
お
り
実
施
 

 

・
各
校
に
お
い
て
課
題
研
究
等
、
連
携
し

た
取
組
を
実
施
。
（
各
学
科
に
お
け
る

発
表
会
の
実
施
な
ど
）
 

・
 
拠
点
校
を
第
１
期
実
施
計
画
ど
お
り

配
置
。
拠
点
校
が
実
施
す
る
教
育
活
動

（
地
域
の
産
業
と
ビ
ジ
ネ
ス
を
支
え
る

人
づ
く
り
事
業
等
）
へ
の
各
校
の
生
徒

の
参
加
や
学
習
成
果
の
共
有
等
の
連
携

・
推
進
 

 （
総
合
選
択
制
）
 

・
弘
前
実
業
高
校
に
お
け
る
総
合
選
択
制

の
維
持
 

 

（
学
科
改
編
等
）
 

○
 
第
１
期
実
施
計
画
ど
お
り
実
施
 

 

 
 

全
日
制
課
程
の
方
向
性
（
職
業
教
育
を
主
と
す
る
専
門
学
科
）
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基
本
方
針
 

第
１
期
実
施
計
画
 

取
組
状
況
 

 
＜
農
業
科
＞
 

学
校
名
 

H2
9
の
学
科
 

 
学
科
改
編
等
 

弘
前
実
業
 

農
業
経
営
科
 

→
 

募
集
停
止
 
※
1 

三
本
木
農
業
 

(上
北
地
区
統
合
校
) 

農
業
機
械
科
 

→
 

環
境
工
学
科
 

環
境
土
木
科
 

農
業
経
済
科
 

→
 

食
品
科
学
科
 

名
久
井
農
業
 

生
物
生
産
科
 

→
 

生
物
生
産
科
 

園
芸
科
学
科

 

※
1 

柏
木
農
業
高
校
に
集
約
 

  

＜
農
業
科
＞
 

・
弘
前
実
業
高
校
 

農
業
経
営
科
 
→
 
募
集
停
止
（
令
和
３
年
度
予
定
）
 

 
 
 
※
柏
木
農
業
高
校
に
集
約
 

・
三
本
木
農
業
高
校
(上

北
地
区
統
合
校
) 

農
業
機
械
科
・
環
境
土
木
科
 
→
 
環
境
工
学
科
 

（
令
和
３
年
度
予
定
）
 

農
業
経
済
科
 
→
 
食
品
科
学
科
（
令
和
３
年
度
予
定
）
 

・
名
久
井
農
業
高
校
 

生
物
生
産
科
・
園
芸
科
学
科
 
→
 
生
物
生
産
科
 

（
令
和
２
年
度
）
 

＜
工
業
科
＞
 

学
校
名
 

H2
9
の
学
科
 

 
学
科
改
編
等
 

青
森
工
業
 

機
械
科
 

→
 

機
械
科
 

電
子
機
械
科
 

五
所
川
原
工
業
 

(西
北
地
区
統
合
校
) 

電
子
機
械
科
 

→
 

電
子
機
械
科
 

情
報
技
術
科
 

弘
前
工
業
 

建
築
科
 

→
 

建
築
科
 

イ
ン
テ
リ
ア
科
 

十
和
田
工
業
 

電
子
科
 

→
 

電
子
科
 

電
子
機
械
科
 

む
つ
工
業
 

電
気
科
 

→
 

電
気
科
 

電
子
科
 

八
戸
工
業
 

機
械
科
 

→
 

機
械
科
 

電
子
機
械
科
 

電
子
科
 

→
 

電
子
科
 

情
報
技
術
科
 

土
木
建
築
科
 

[土
木コ

ース
・建

築コ
ース

] 
→
 

土
木
科
 

→
 

建
築
科
 

 

＜
工
業
科
＞
 

・
青
森
工
業
高
校
 

機
械
科
・
電
子
機
械
科
 
→
 
機
械
科
（
令
和
３
年
度
予
定
）
 

・
五
所
川
原
工
業
高
校
(西

北
地
区
統
合
校
) 

電
子
機
械
科
・
情
報
技
術
科
 
→
 
電
子
機
械
科
 

（
令
和
３
年
度
予
定
）
 

・
弘
前
工
業
高
校
 

建
築
科
・
イ
ン
テ
リ
ア
科
 
→
 
建
築
科
（
令
和
元
年
度
）
 

・
十
和
田
工
業
高
校
 

電
子
科
・
電
子
機
械
科
 
→
 
電
子
科
（
令
和
２
年
度
）
 

・
む
つ
工
業
高
校
 

電
気
科
・
電
子
科
 
→
 
電
気
科
（
令
和
２
年
度
）
 

・
八
戸
工
業
高
校
 

機
械
科
・
電
子
機
械
科
 
→
 
機
械
科
（
令
和
３
年
度
予
定
）
 

電
子
科
・
情
報
技
術
科
 
→
 
電
子
科
（
令
和
３
年
度
予
定
）
 

土
木
建
築
科
(土

木
コ
ー
ス
･建

築
コ
ー
ス
) 

→
 
土
木
科
（
令
和
３
年
度
予
定
）
 

→
 
建
築
科
（
令
和
３
年
度
予
定
）
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基
本
方
針
 

第
１
期
実
施
計
画
 

取
組
状
況
 

 
＜
商
業
科
＞
 

学
校
名
 

H2
9
の
学
科
 

 
学
科
改
編
等
 

黒
石
商
業
 

商
業
科
 

→
 

募
集
停
止
 
※
2 

情
報
処
理
科
 

情
報
ﾃﾞ
ｻﾞ
ｲﾝ
科
 

→
 

募
集
停
止
 
※
3 

十
和
田
西
 

観
光
科
 

→
 

募
集
停
止
 
※
4 

八
戸
商
業
 

国
際
経
済
科
 

→
 

募
集
停
止
 
※
5 

※
2 

弘
前
実
業
高
校
に
集
約
 

※
3 

中
南
地
区
統
合
校
に
学
習
内
容
を
引
継
ぎ
 

※
4 

上
北
地
区
統
合
校
に
学
習
内
容
を
引
継
ぎ
 

※
5 
 第

３
次
実
施
計
画
【
後
期
】
に
基
づ
き
、
H3
0
年
度
に
募
集
停
止
 

＜
商
業
科
＞
 

・
黒
石
商
業
高
校
 

商
業
科
・
情
報
処
理
科
 
→
 
募
集
停
止
（
令
和
２
年
度
）
 

※
弘
前
実
業
高
校
に
集
約
 

情
報
デ
ザ
イ
ン
科
 
 
 
→
 
募
集
停
止
（
令
和
２
年
度
）
 

※
中
南
地
区
統
合
校
に
学
習
内
容
を
引
継
ぎ
 

・
十
和
田
西
高
校
 

観
光
科
 
→
 
募
集
停
止
（
令
和
３
年
度
予
定
）
 

※
上
北
地
区
統
合
校
に
学
習
内
容
を
引
継
ぎ
 

・
八
戸
商
業
高
校
 

国
際
経
済
科
 
→
 
募
集
停
止
（
平
成
３
０
年
度
）
 

＜
そ
の
他
の
学
科
＞
 

○
 
水
産
科
、
家
庭
科
、
看
護
科
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
専
攻
科
を
含

む
各
学
科
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
中
学
生
の
ニ
ー
ズ
等
を
十
分
に
検

証
し
、
そ
の
結
果
に
応
じ
て
、
各
専
門
分
野
の
基
礎
・
基
本
を
重
視
し
た

学
科
へ
見
直
し
 

＜
そ
の
他
の
学
科
＞
 

・
水
産
科
、
家
庭
科
、
看
護
科
の
中
学
生
の
ニ
ー
ズ
等
の
検
証
実
施
 

    

基
本
方
針
 

第
１
期
実
施
計
画
 

取
組
状
況
 

総
合
学
科
 

○
 
課
題
解
決
型
学
習
に
よ
る
主
体
的
な
学

習
の
充
実
 

○
 
生
徒
の
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え
た
系
列
の

見
直
し
 

○
 
社
会
人
や
地
域
の
有
識
者
の
活
用
 

○
 
学
科
改
編
に
つ
い
て
は
、
生
徒
の
ニ
ー

ズ
等
を
踏
ま
え
検
討
 

総
合
学
科
 

○
 
各
校
の
課
題
研
究
に
お
け
る
成
果
等
の
共
有
に
よ
る
特
色
あ
る
教
育
活

動
の
充
実
 

○
 
地
域
の
社
会
人
や
有
識
者
の
積
極
的
な
活
用
 

○
 
系
列
の
在
り
方
に
つ
い
て
各
校
と
の
検
討
・
見
直
し
 

○
 
第
１
期
実
施
計
画
ど
お
り
実
施
 

・
七
戸
高
校
の
学
級
減
に
伴
う
系
列
の
見
直
し
 

食
品
科
学
系
列
 
→
 
廃
止
（
令
和
２
年
度
）
 

 
 

全
日
制
課
程
の
方
向
性
（
総
合
学
科
）
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基
本
方
針
 

第
１
期
実
施
計
画
 

取
組
状
況
 

定
時
制
課
程
の
方
向
性
 

○
 
特
別
支
援
学
校
等
と
の
連
携
、
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
専
門
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
よ
り
き
め
細
か
な
支
援
体
制
の

整
備
等
の
教
育
環
境
の
充
実
 

○
 
工
業
科
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
検

討
 

定
時
制
課
程
 

○
 
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
専
門
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
よ
り
き
め

細
か
な
支
援
体
制
の
整
備
等
、
教
育
環
境
の
充
実
 

○
 
入
学
者
数
が
大
幅
に
減
少
し
、
教
育
環
境
の
維
持
が
困
難
と
な
っ
て
い

る
工
業
技
術
科
の
募
集
停
止
 

他
の
定
時
制
課
程
に
お
け
る
職
業
教
育
に
関
す
る
専
門
科
目
の
充
実
、

高
校
教
育
を
受
け
る
機
会
の
確
保
 

○
 
第
１
期
実
施
計
画
ど
お
り
実
施
 

・
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
県
内
６
地
区
の
定
時
制
課

程
高
校
へ
配
置
（
平
成
２
７
年
度
か
ら
継
続
）
 

・
工
業
技
術
科
の
募
集
停
止
 

青
森
工
業
高
校
（
工
業
技
術
科
）
 
→
 
募
集
停
止
 

（
令
和
３
年
度
予
定
）
 

弘
前
工
業
高
校
（
工
業
技
術
科
）
 
→
 
募
集
停
止
 

（
令
和
３
年
度
予
定
）
 

八
戸
工
業
高
校
（
工
業
技
術
科
）
 
→
 
募
集
停
止
 

（
令
和
３
年
度
予
定
）
 

通
信
制
課
程
の
方
向
性
 

○
 
後
期
入
学
制
度
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

教
育
方
法
の
導
入
等
の
検
討
 

通
信
制
課
程
 

○
 
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
方
法
の
導
入
に
向
け
て
検
討
 

○
 
北
斗
高
校
に
お
け
る
後
期
入
学
や
年
度
中
途
か
ら
の
転
入
学
・
編
入
学

等
の
実
施
 

北
斗
高
校
に
お
け
る
実
施
状
況
を
検
証
し
た
上
で
、
生
徒
の
ニ
ー
ズ
等

を
踏
ま
え
、
他
校
に
お
い
て
も
段
階
的
に
実
施
 

○
 
第
１
期
実
施
計
画
ど
お
り
実
施
 

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
方
法
の
導
入
に
向
け
た
検
討
の
実
施
 

・
北
斗
高
校
に
お
け
る
後
期
入
学
制
度
の
導
入
 

（
平
成
３
０
年
１
０
月
）
 

 

 
 

定
時
制
課
程
・
通
信
制
課
程
の
方
向
性
 

- 22 -



 

 ＜
２

 
学

校
規

模
・
配

置
＞

 

○
 

青
森

県
立

高
等

学
校

将
来

構
想

検
討

会
議

答
申

 

                           １
 
学
校
規
模
・
配
置
の
検
討
に
当
た
っ
て
考
慮
す
べ
き
観
点
 

２
 
学
校
規
模
の
方
向
性
 

３
 
学
校
配
置
の
方
向
性
 

計
画
的
な
学
校
配
置
 

◇
必
要
に
応
じ
て
地
域
の
意
見

を
伺
う
機
会
を
設
定
 

◇
統
合
校
の
名
称
等
を
検
討
す

る
開

設
準

備
委

員
会

（
仮

称
）
を
設
置
 

 通
学
環
境
に
配
慮
し
て
配
 

 置
す
る
高
校
へ
の
対
応
 

◇
入
学
者
数
が
極
め
て
少
な
い
状

況
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
高
校

教
育
と
し
て
求
め
ら
れ
る
質
の

確
保
に
支
障
が
生
じ
る
懸
念
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
 

 
募

集
停

止
等

に
関

す
る

具

体
的

な
基

準
を

あ
ら

か
じ

め
示

し
、

関
係

市
町

村
等

の
理
解
を
得
な
が
ら
対
応
 

◇
募

集
停

止
等

の
場

合
は

、

通
学
支
援
に
つ
い
て
検
討
 

【
学
校
規
模
の
標
準
】

 

(1
)高

校
教
育
を
受
け
る
機
会
の
確
保
 

 
①
各
地
区
に
お
け
る
中
学
生
の
 

 
 
進
路
の
選
択
肢
の
確
保
 

大
学
等
へ
の
進
学
や
就
職
 

等
よ
り
幅
広
い
進
路
選
択
 

に
対
応
す
る
高
校
 

職
業

教
育

の
中

心
 

と
な

る
高

校
 

選
抜
性
の
高
い
大
学
へ
の
 

進
学
に
対
応
す
る
高
校
 

②
通
学
環
境
へ
の
配
慮
 

◇
地
理
的
な
要
因
か
ら
高
校
に
通
学

す
る
こ
と
が
困
難
な
地
域
が
新
た

に
生
じ
な
い
よ
う
配
慮
 

（
通
学
環
境
に
配
慮
し
た
対
応
）
 

◇
学
校
規
模
の
標
準
を
満
た
さ
な
い
高
校
で

も
、
他
の
高
校
へ
通
学
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
は
配
置
に
配
慮
 

①
基
本
と
な
る
学
校
 

 
 
1
学
年
当
た
り

4
学
級
以
上
 

  ②
普
通
科
等
の
重
点
校
 

 
 
1
学
年
当
た
り

6
学
級
以
上
 

  ③
職
業
教
育
を
主
と
す
る
専
門
学

科
の
拠
点
校
 

 
 
一
つ
の
専
門
学
科
で
 

 
 
1
学
年
当
た
り

4
学
級
以
上
 

＜
新
た
な
取
組
＞

 

 
 

 
                                

 
          

             
 

   
 

 
 

 
 

  
  

  
 
 

  
 
 

 
 
 
 
 

   
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

                                                                         
 

      
 

 
       【 重 点 校 】  

 ・
医
師

、
弁
護
士

等
の
高

度
な

国
家
資

格
の

取
得
に

向
け
た

志
の

育
成
 

・
青
森

、
日
本

、
世

界
の

将
来

を
担

う
リ

ー
ダ

ー
の

育
成
 

 
 
 
 

等
 

 【 拠 点 校 】  

 生
徒

に
よ

る
合

同
研
究

、
教

員
研

修
等
で

連
携

○
進
路
志
望
達
成
に
必
要
な
教
科
・
科
目
の
開
設
 

○
特
別
活
動
の
充
実
・
部
活
動
の
選
択
肢
の
確
保
 

○
確
か
な
学
力
、
逞
し
い
心
、
学
校
か
ら
社
会
へ
の
円
滑
 

 
な
移
行
に
必
要
な
力
の
育
成
 

(2
)充

実
し
た
教
育
環
境
の
整
備
 

【 基 本 と な る 学 校 】 

講
習
会
･講

演
会
･擬

似
手
術
 

体
験
セ
ミ
ナ
ー
等
へ
の
参
加
 

指
導
法
等
に
関
す
る
教
員
 

の
連
絡
会
議
へ
の
参
加
 

 

（
イ
メ
ー
ジ
）
 

（
イ
メ
ー
ジ
）
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基
本
方
針
 

第
１
期
実
施
計
画
 

取
組
状
況
 

学
校
規
模
・
配
置
に
当
た
っ
て
の
観
点
 

【
高
校
教
育
を
受
け
る
機
会
の
確
保
】
 

○
 
中
学
生
の
進
路
志
望
に
応
じ
た
高
校
の
選
択
肢
の
確
保
 

○
 
地
理
的
な
要
因
か
ら
高
校
へ
の
通
学
が
困
難
な
地
域
が
 

新
た
に
生
じ
な
い
よ
う
配
慮
 

 【
充
実
し
た
教
育
環
境
の
整
備
】
 

本
県
高
校
教
育
全
体
の
質
の
確
保
・
向
上
の
た
め
の
、
一
定

の
学
校
規
模
の
維
持
 

○
 
基
本
方
針
を
踏
ま
え
、
具
体
的
な
学
校
配
置
を
決
定
 

  

○
 
第
１
期
実
施
計
画
ど
お
り
実
施
 

 

基
本
方
針
 

第
１
期
実
施
計
画
 

取
組
状
況
 

【
学
校
規
模
の
標
準
】
 

○
基
本
と
な
る
学
校
規
模
 

１
学
年
当
た
り
４
学
級
以
上
 

  

 ○
 
第
１
期
実
施
計
画
ど
お
り
配
置
 

○
普
通
科
等
の
重
点
校
の
学
校
規
模
 

 
 
１
学
年
当
た
り
６
学
級
以
上
 

   

※
 
五
所
川
原
高
校
、
田
名
部
高
校
は
地
区
の
実
情
を
踏
ま

え
て

5c
l
で
あ
っ
て
も
配
置
 

東
青
 

西
北
 

中
南
 

上
北
 

下
北
 

三
八
 

青
森
 

6c
l 

五
所

川
原
 

5c
l 

弘
前
 

6c
l 

三
本

木
 

6c
l 

田
名

部
 

5c
l 

八
戸
 

6c
l 

 

○
職
業
教
育
を
主
と
す
る
専
門
学
科
の
拠
点
校
の
学
校
規
模

 

一
つ
の
専
門
学
科
で
１
学
年
当
た
り
４
学
級
以
上
 

 

農
業
科
 

工
業
科
 

商
業
科
 

五
所
川
原
農
林
 

(農
業
科
4c
l)
 

三
本
木
農
業
 

(上
北

地
区

統
合

校
) 

(農
業
科
4c
l)
 

 

青
森
工
業
 

(工
業
科
6c
l)
 

弘
前
工
業
 

(工
業
科
6c
l)
 

八
戸
工
業
 

(工
業
科
6c
l)
 

青
森
商
業
 

(商
業
科
5c
l)
 

          

学
校
規
模
・
配
置
の
検
討
に
当
た
っ
て
考
慮
す
べ
き
観
点
 
 

学
校
規
模
の
方
向
性
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基
本
方
針
 

第
１
期
実
施
計
画
 

取
組
状
況
 

学
校
規
模
の
標
準
を
満
た
さ
な
い
場
合
に
お
け
る
通
学
環
境
に

配
慮
し
た
対
応
【
地
域
校
】
 

○
 
学
校
規
模
の
標
準
を
満
た
さ
な
い
高
校
で
あ
っ
て
も
、
募

集
停
止
等
に
よ
り
高
校
へ
の
通
学
が
困
難
な
地
域
が
新
た
に

生
じ
る
場
合
は
地
域
校
と
し
て
配
置
 

○
 
高
校
へ
の
通
学
が
困
難
な
地
域
に
つ
い
て
は
、
公
共
交
通

機
関
の
状
況
を
考
慮
し
、
総
合
的
に
判
断

 
 

≪
公
共
交
通
機
関
の
状
況
≫
 
 

・
路
線
の
整
備
状
況
（
通
学
可
能
な
公
共
交
通
機
関
が
存

在
す
る
か
。
）
 

・
利
用
時
間
帯
（
早
朝
(お

お
む
ね
午
前
６
時
以
前
)に

乗

車
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。
）
 

・
利
用
時
間
（
片
道
の
乗
車
時
間
が
お
お
む
ね
１
時
間
を

超
え
る
か
。
）
 

 

○
 
学
校
規
模
の
標
準
（
１
学
年
当
た
り
４
学
級
以
上
）

を
満
た
さ
な
い
高
等
学
校
の
う
ち
、
募
集
停
止
等
に
よ

り
高
等
学
校
へ
の
通
学
が
困
難
な
地
域
が
新
た
に
生
じ

る
高
等
学
校
を
地
域
校
と
し
て
配
置
（
P2
6参

照
）
 

 

○
 
第
１
期
実
施
計
画
ど
お
り
配
置
（
P2
6
参
照
）
 

             

  

基
本
方
針
 

第
１
期
実
施
計
画
 

取
組
状
況
 

学
校
配
置
の
考
え
方
（
全
日
制
課
程
）
 

○
 
学
校
規
模
の
標
準
を
踏
ま
え
、
６
地
区
ご
と
に
中
学
校
卒

業
予
定
者
数
の
推
移
､中

学
生
の
ニ
ー
ズ
等
に
対
応
し
な
が

ら
計
画
的
な
学
校
配
置
を
実
施
 

○
 
異
な
る
学
科
の
高
校
の
統
合
に
よ
る
複
数
の
学
科
を
有
す

る
高
校
の
設
置
に
つ
い
て
検
討
 

○
 
公
共
交
通
機
関
の
利
便
性
等
を
考
慮
 

○
 
重
点
校
の
各
地
区
に
お
け
る
配
置
及
び
農
業
科
・
工
業
科

・
商
業
科
の
拠
点
校
の
全
県
的
な
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
配
置
 

○
 
地
域
に
お
け
る
通
学
状
況
を
考
慮
し
た
地
域
校
の
配
置
 

学
校
配
置
の
考
え
方
（
定
時
制
課
程
・
通
信
制
課
程
）
 

○
 
定
時
制
課
程
：
６
地
区
ご
と
の
配
置
を
基
本
 

○
 
通
信
制
課
程
：
東
青
・
中
南
・
三
八
地
区
の
配
置
を
基
本
 

○
 
基
本
方
針
を
踏
ま
え
、
地
区
ご
と
に
具
体
的
な
学
校

配
置
を
決
定
（
P2
9～

P3
4
参
照
）
 

 

○
 
基
本
方
針
、
第
１
期
実
施
計
画
を
踏
ま
え
た
計
画
的
な
学
校
配

置
の
実
施
（
P2
9～

P3
4
参
照
）
 

学
校
配
置
の
方
向
性
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基
本
方
針
 

第
１
期
実
施
計
画
 

取
組
状
況
 

地
域
校
へ
の
対
応
 

（
２
学
級
規
模
の
地
域
校
）
 

○
 
入
学
者
数
が
４
０
人
以
下
の
状
態
が
２
年
間

継
続
し
た
場
合
、
原
則
と
し
て
１
学
級
規
模
 

 （
１
学
級
規
模
の
地
域
校
）
 

○
 
校
舎
制
導
入
校
を
地
域
校
と
す
る
場
合
は
、

引
き
続
き
、
校
舎
制
導
入
校
と
し
て
配
置
 

○
 
第
３
次
実
施
計
画

【後
期

】に
よ
り
１
学
級
規

模
と
し
た
高
校
を
地
域
校
と
す
る
場
合
は
、
引

き
続
き
本
校
と
し
て
配
置
 

○
 
本
計
画
に
お
い
て
１
学
級
規
模
と
な
る
地
域

校
は
、
引
き
続
き
本
校
と
し
て
配
置
 

○
 
入
学
者
数
が
極
め
て
少
な
い
状
況
と
な
っ
た

場
合
等
に
は
次
の
と
お
り
対
応
 

 
 
 

・
 
募
集
人
員
に
対
す
る
入
学
者
数
の
割
合
が

２
年
間
継
続
し
て
２
分
の
１
未
満
と
な
っ
た

場
合
、
募
集
停
止
等
に
向
け
、
当
該
高
校
の

所
在
す
る
市
町
村
等
と
協
議
 

・
 
協
議
の
際
に
は
、
通
学
が
困
難
と
な
る
地

域
の
生
徒
の
通
学
に
つ
い
て
、
当
該
高
校
の

所
在
す
る
市
町
村
等
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
対
応
を
検
討
 

 

地
域
校
 

○
 
対
象
校
 

青
森
北
高
校
今
別
校
舎
、
木
造
高
校
深
浦
校
舎
、
 

中
里
高
校
、
六
ヶ
所
高
校
、
大
間
高
校
、
田
子
高
校
 

○
 

小
規

模
校

に
お

け
る

教
育

活
動

の
充

実
を

図
る

た

め
、
各
校
と
の
連
携
に
よ
る
教
育
活
動
に
必
要
な
施
策

を
実
施
 

○
 
地
域
校
の
規
模
・
配
置
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に

定
め
る
基
準
等
に
よ
り
対
応
 

１
学
級
規
模
の
地
域
校
が
基
準
に
該
当
し
た
場
合
、

高
校
へ
の
通
学
が
困
難
と
な
る
地
域
の
生
徒
の
通
学
へ

の
対
応
を
含
め
、
当
該
高
校
の
所
在
す
る
市
町
村
等
と

募
集
停
止
等
に
向
け
協
議
 

 

 

 

 ○
 
第
１
期
実
施
計
画
ど
お
り
配
置
及
び
対
応
 

（
１
学
級
規
模
の
地
域
校
）
 

 
青
森
北
高
校
今
別
校
舎
、
木
造
高
校
深
浦
校
舎
、
中
里
高
校
、
田
子
高
校
 

（
２
学
級
規
模
の
地
域
校
）
 

 
 
六
ヶ
所
高
校
、
大
間
高
校
 

 

《
地
域
校
の
状
況
》
 

学
校
名
 

入
学
状
況
 

備
 
考
 

平
成

30
年
度
 

令
和
元
年
度
 

青
北
今
別
 

 6
人
 

12
人
 

基
準
該
当
 

木
造
深
浦
 

20
人
 

16
人
 

 

中
里
 

17
人
 

11
人
 

基
準
該
当
 

六
ヶ
所
 

66
人
 

48
人
 

 

大
間
 

48
人
 

41
人
 

 

田
子
 

13
人
 

 9
人
 

基
準
該
当
 

・
青
森
北
高
校
今
別
校
舎
、
中
里
高
校
、
田
子
高
校
は
、
基
準
に
該
当
し
た
こ

と
か
ら
、
所
在
す
る
町
等
と
の
協
議
を
経
て
、
令
和
２
年
度
に
募
集
停
止
 

 ＜
募
集
停
止
に
向
け
た
協
議
の
状
況
等
＞
 

・
 
所
在
す
る
町
等
と
の
協
議
は
、
高
校
生
の
通
学
、
閉
校
後
の
各
種
証
明
書

の
発
行
や
指
導
要
録
等
の
引
継
ぎ
な
ど
に
つ
い
て
令
和
元
年
度
４
回
実
施
 

・
 
地
域
校
の
関
係
す
る
町
等
に
は
平
成
３
０
年
度
に
も
３
回
直
接
訪
問
。
地

域
校
の
考
え
方
、
入
学
状
況
、
地
域
の
公
共
交
通
機
関
の
状
況
、
(田

子
高

校
:連

携
型
中
高
一
貫
教
育
)等

に
つ
い
て
情
報
共
有
 

 

 

 
 

通
学
環
境
に
配
慮
し
て
配
置
す
る
高
校
（
地
域
校
）
へ
の
対
応
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基
本
方
針
 

第
１
期
実
施
計
画
 

取
組
状
況
 

計
画
的
な
学
校
配
置
に
向
け
た
取
組
 

○
 
地
区
意
見
交
換
会
(仮

称
)
を
開
催
し
、
あ
ら

か
じ
め
意
見
を
伺
い
な
が
ら
具
体
的
な
実
施
計

画
を
策
定
 

  

○
 
基
本
方
針
ど
お
り
、
地
区
意
見
交
換
会
を
平
成
２
８
年
９
月
か
ら
平
成
２
９

年
１
月
ま
で
県
内
６
地
区
で
実
施
計
画
策
定
前
に
各
３
回
開
催
し
、
各
地
区
の

意
見
を
聴
取
 

○
 
計
画
的
な
統
合
を
行
う
場
合
に
は
､開

設
準
備

委
員
会
(
仮
称
)
を
設
置
し
、
統
合
校
の
新
た
な

名
称
等
に
つ
い
て
検
討
 

計
画
的
な
統
合
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項
 

○
 
統
合
の
対
象
と
な
る
学
校
に
入
学
し
た
生
徒
は
、
入

学
し
た
学
校
で
学
び
、
卒
業
す
る
こ
と
を
基
本
 

○
 
統
合
の
対
象
と
な
る
学
校
の
教
育
活
動
の
維
持
に
向

け
た
適
正
な
教
職
員
の
配
置
及
び
生
徒
の
活
動
の
場
の

確
保
 

○
 
統
合
の
対
象
と
な
る
学
校
の
関
係
者
等
で
構
成
す
る

開
設
準
備
委
員
会
を
あ
ら
か
じ
め
設
置
 

○
 
統
合
の
対
象
と
な
る
学
校
の
卒
業
生
に
係
る
卒
業
証

明
書
等
の
発
行
や
指
導
要
録
、
沿
革
に
係
る
資
料
の
保

存
・
管
理
等
は
、
統
合
校
に
お
い
て
引
継
ぎ
 

 ○
 
基
本
方
針
・
第
１
期
実
施
計
画
ど
お
り
、
統
合
校
ご
と
に
開
設
準
備
委
員
会

を
設
置
し
、
統
合
校
の
名
称
等
に
つ
い
て
検
討
 

 
中
南
地
区
統
合
校
（
平
成
３
０
年
度
実
施
）
 

西
北
地
区
統
合
校
（
令
和
元
年
度
実
施
）
 

上
北
地
区
統
合
校
（
令
和
元
年
度
実
施
）
 

○
 
開
設
準
備
委
員
会
に
お
い
て
証
明
書
の
発
行
等
に
つ
い
て
統
合
校
が
引
き
継

ぐ
こ
と
を
確
認
 

本
校
で
あ
る
地
域
校
（
中
里
高
校
、
田
子
高
校
）
及
び
五
戸
高
校
の
引
継
ぎ

に
つ
い
て
個
別
に
検
討
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 ＜
３
 

各
地

区
の

学
校

配
置

等
に

関
す

る
基

本
的

な
方

向
性

＞
 

○
 

青
森

県
立

高
等

学
校

将
来

構
想

検
討

会
議

答
申

（
全

日
制

課
程

）
 

          
 

 

 
東
青
 

西
北
 

中
南
 

上
北
 

下
北
 

三
八
 

学
級
数
増
減
見
込

※
1 

△1
3～

△1
5学

級
 

△8
～

△1
0学

級
 

△9
～

△1
1学

級
 

△1
0～

△1
2学

級
 

△3
～

△5
学
級
 

△6
～

△8
学
級
 

H3
9(
R9
）
学
級
数
見
込
 

39
～
41
学
級
 

17
～
19
学
級
 

33
～
35
学
級
 

31
～
33
学
級
 

12
～
14
学
級
 

36
～
38
学
級
 

重
 
点
 
校
 

設
置
 

設
置

※
２
 

設
置
 

設
置
 

設
置

※
２
 

設
置
 

拠
 
点
 
校
 

設
置
(工

業
･商

業
) 

設
置
(農

業
) 

設
置
(工

業
) 

設
置
(農

業
) 

－
 

設
置
(工

業
) 

そ
 
の
 
他
 

総
合
学
科
は
、
既
設
の
４
地
区
で
の
配
置
を
継
続
。
複
数
学
科
を
有
す
る
高
校
は
、
新
た
な
設
置
に
つ
い
て
検
討
。
 

 ※
1 

平
成
２
９
年
度
と
平
成
３
９
年
度
（
令
和
９
年
度
）
の
学
級
数
の
見
込
み
を
比
較
。
 

※
2 

西
北
地
区
及
び
下
北
地
区
の
重
点
校
は
６
学
級
未
満
の
規
模
で
あ
っ
て
も
柔
軟
に
対
応
。
併
せ
て
単
位
制
の
導
入
を
検
討
。
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基
本
方
針
 

第
１
期
実
施
計
画
 

取
組
状
況
 

  

東
青
地
区
 

<中
学
校
卒
業
予
定
者
数
：
H2
9 
2,
92
0

人
 
→
 
H3
4（

R4
）
 2
,4
58

人
(△

46
2)
> 

  
<期

間
内
学
級
数
の
増
減
:△

7～
△
8
学
級
> 

 

年
度
・
学
級
数
等
 

学
校
・
学
科
 

第
３
次
 

第
１
期
 

H2
9 

H3
4（

R4
）
 

期
間
内
増
減
 

青
森
高
校
 

普
通
 

７
 

６
 

△
１
 

青
森
西
高
校
 

普
通
 

６
 

６
 

 

青
森
東
高
校
 

普
通
 

７
 

６
 

△
１
 

平
内
校
舎
 

普
通
 

１
 

０
 

△
１
 

青
森
北
高
校
 

普
通
 

５
 

４
 

△
１
 

ス
ポ

ー
ツ

科
学
 

１
 

１
 

 

今
別
校
舎
 

普
通
 

１
 

※
 
１
 

 
 
’
 

青
森
南
高
校
 

普
通
 

５
 

４
 

△
１
 

外
国
語
 

１
 

１
 

 

青
森
中
央
高
校
 

総
合
 

５
 

５
 

 

浪
岡
高
校
 

普
通
 

２
 

２
 

 

青
森
工
業
高
校
 

工
業
 

７
 

６
 

△
１
 

青
森
商
業
高
校
 

商
業
 

６
 

５
 

△
１
 

計
 

 
５
４
 

 
４
７
 

 
△
７
 

※
 
地
域
校
の
規
模
・
配
置
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
基
準
等
に
よ
り
対
応
 

    

東
青
地
区
 

<中
学
校
卒
業
予
定
者
数
：
H2
9
実
績
 2
,9
22

人
 
→
 
R4

見
込
み
 2
,4
96

人
(△

42
6)
> 

 

○
 
第
１
期
実
施
計
画
ど
お
り
の
学
校
配
置
を
実
施
 

・
青
森
高
校
を
重
点
校
と
し
て
配
置
 

・
青
森
工
業
高
校
（
工
業
科
）
及
び
青
森
商
業
高
校
（
商
業
科
）
を
拠
点
校
と
し
て
配

置
 

・
定
時
制
課
程
・
通
信
制
課
程
の
維
持
及
び
工
業
技
術
科
の
募
集
停
止
 

 【
募
集
停
止
】
 

青
森
東
高
校
平
内
校
舎
 
 
 
 
 
 
（
令
和
元
年
度
）
 

青
森
北
高
校
今
別
校
舎
（
地
域
校
）
 
（
令
和
２
年
度
）
 

 【
学
級
減
】
 

青
森
高
校
 
 
 
（
令
和
３
年
度
予
定
）
 

青
森
東
高
校
 
 
（
令
和
元
年
度
）
 

青
森
北
高
校
 
 
（
令
和
元
年
度
）
 

青
森
南
高
校
 
 
（
令
和
３
年
度
予
定
）
 

青
森
工
業
高
校
 
（
令
和
３
年
度
予
定
）
 

青
森
商
業
高
校
 
（
令
和
元
年
度
）
 

 《
定
時
制
課
程
工
業
技
術
科
募
集
停
止
》
 

 
青
森
工
業
高
校
 
（
令
和
３
年
度
予
定
）
 

 
 
 

 

 
 

各
地
区
の
学
校
配
置
等
に
関
す
る
基
本
的
な
方
向
性
（
東
青
地
区
）
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基
本
方
針
 

第
１
期
実
施
計
画
 

取
組
状
況
 

 
西
北
地
区
 

<中
学
校
卒
業
予
定
者
数
:H
29
 1
,3
63

人
 
→
 
H3
4（

R4
）
 9
96

人
(△

36
7)
> 

<期
間
内
学
級
数
の
増
減
:△

6～
△
8
学
級
> 

 

年
度
・
学
級
数
等
 

学
校
・
学
科
 

第
３
次
 

第
１
期
 

H2
9 

H3
4（

R4
）
 

期
間
内
増
減
 

五
所
川
原
高
校
 

普
通
 

４
 

４
 

 

理
数
 

１
 

１
 

 

木
造
高
校
 

総
合
 

４
 

４
 

 

深
浦
校
舎
 

総
合
 

１
 

※
 
１
 

 
 
’
 

鰺
ヶ
沢
高
校
 

普
通
 

２
 

１
 

△
１
 

中
里
高
校
 

普
通
 

１
 

※
 
１
 

 
 
’
  

西
北
地
区
統
合
校
 

普
通
 

 
２
 

＋
２
 

工
業
 

 
３
 

＋
３
 

 

金
木
高
校
 

普
通
 

２
 

０
 

△
２
 

板
柳
高
校
 

普
通
 

２
 

０
 

△
２
 

鶴
田
高
校
 

普
通
 

２
 

０
 

△
２
 

五
所

川
原

工
業

高
校
 

工
業
 

４
 

０
 

△
４
 

五
所

川
原

農
林

高
校
 

農
業
 

４
 

４
 

 

計
 

 
２
７
 

 
２
１
 

 
△
６
 

※
 
地
域
校
の
規
模
・
配
置
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
基
準
等
に
よ
り
対
応
 

 

西
北
地
区
 

<中
学
校
卒
業
予
定
者
数
：
H2
9
実
績
 1
,3
58

人
 
→
 
R4

見
込
み
 9
82

人
(△

37
6)
> 

 

○
 
第
１
期
実
施
計
画
ど
お
り
の
学
校
配
置
を
実
施
 

・
五
所
川
原
高
校
を
重
点
校
と
し
て
配
置
 

・
五
所
川
原
農
林
高
校
（
農
業
科
）
を
拠
点
校
と
し
て
配
置
 

・
西
北
地
区
統
合
校
（
普
通
科
及
び
工
業
科
）
の
設
置
 

・
定
時
制
課
程
の
維
持
 

 【
統
合
・
募
集
停
止
】
 

中
里
高
校
（
地
域
校
）
（
令
和
２
年
度
）
 

金
木
高
校
・
板
柳
高
校
・
鶴
田
高
校
・
五
所
川
原
工
業
高
校
 

→
 
西
北
地
区
統
合
校
（
令
和
３
年
度
予
定
）
 

 
 

【
学
級
減
】
 

鰺
ヶ
沢
高
校
 
（
平
成
３
０
年
度
）
 

     
 

 

 
 

各
地
区
の
学
校
配
置
等
に
関
す
る
基
本
的
な
方
向
性
（
西
北
地
区
）
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基
本
方
針
 

第
１
期
実
施
計
画
 

取
組
状
況
 

 
中
南
地
区
 

<中
学
校
卒
業
予
定
者
数
：
H2
9 
2,
55
2

人
 
→
 
H3
4（

R4
）
 2
,1
17

人
(△

43
5)
> 

<期
間
内
学
級
数
の
増
減
:△

5
学
級
> 

 

年
度
・
学
級
数
等
 

学
校
・
学
科
 

第
３
次
 

第
１
期
 

H2
9 

H3
4（

R4
）
 

期
間
内
増
減
 

弘
前
高
校
 

普
通
 

６
 

６
 

 

弘
前
中
央
高
校
 

普
通
 

６
 

６
 

 

弘
前
南
高
校
 

普
通
 

６
 

６
 

 

中
南
地
区
統
合
校
 

普
通
 

 
３
 

＋
３
 

情
報

デ
ザ

イ
ン
 

 
１
 

＋
１
 

看
護
 

 
１
 

＋
１
 

 
黒
石
高
校
 

普
通
 

３
 

０
 

△
３
 

看
護
 

１
 

０
 

△
１
 

黒
石
商
業
高
校
 

商
業
 

４
 

０
 

△
４
 

柏
木
農
業
高
校
 

農
業
 

４
 

４
 

 

弘
前
工
業
高
校
 

工
業
 

７
 

６
 

△
１
 

弘
前
実
業
高
校
 

農
業
 

１
 

０
 

△
１
 

商
業
 

３
 

３
 

 

家
庭
 

２
 

２
 

 

ス
ポ

ー
ツ
科

学
 

１
 

１
 

 

計
 

 
４
４
 

３
９
 

△
５
 

  

中
南
地
区
 

<中
学
校
卒
業
予
定
者
数
：
H2
9
実
績
 2
,5
54

人
 
→
 
R4

見
込
み
 2
,1
28

人
(△

42
6)
> 

 

○
 
第
１
期
実
施
計
画
ど
お
り
の
学
校
配
置
を
実
施
 

・
弘
前
高
校
を
重
点
校
と
し
て
配
置
 

・
弘
前
工
業
高
校
（
工
業
科
）
を
拠
点
校
と
し
て
配
置
 

・
定
時
制
課
程
・
通
信
制
課
程
の
維
持
及
び
工
業
技
術
科
の
募
集
停
止
 

 【
統
合
・
募
集
停
止
】
 

黒
石
高
校
・
黒
石
商
業
高
校
 

 
→
 
黒
石
高
校
（
中
南
地
区
統
合
校
）
（
令
和
２
年
度
）
 

 【
学
級
減
】
 

弘
前
工
業
高
校
 
（
令
和
元
年
度
）
 

弘
前
実
業
高
校
 
（
令
和
３
年
度
予
定
）
 

 

《
定
時
制
課
程
工
業
技
術
科
募
集
停
止
》
 

 
弘
前
工
業
高
校
 
（
令
和
３
年
度
予
定
）
 

 

 
 

各
地
区
の
学
校
配
置
等
に
関
す
る
基
本
的
な
方
向
性
（
中
南
地
区
）
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基
本
方
針
 

第
１
期
実
施
計
画
 

取
組
状
況
 

 
上
北
地
区
 

<中
学
校
卒
業
予
定
者
数
：
H2
9 
1,
95
8人
 
→
 
H3
4（

R4
）
 1
,5
67

人
(△

39
1)
> 

<期
間
内
学
級
数
の
増
減
:△

9～
△
10

学
級
> 

 

年
度
・
学
級
数
等
 

学
校
・
学
科
 

第
３
次
 

第
１
期
 

H2
9 

H3
4（

R4
）
 

期
間
内
増
減
 

三
本
木
高
校
 

普
通
 

６
 

６
 

 

三
沢
高
校
 

普
通
 

５
 

５
 

 

英
語
 

１
 

０
 

△
１
 

野
辺
地
高
校
 

普
通
 

３
 

２
 

△
１
 

七
戸
高
校
 

総
合
 

４
 

３
 

△
１
 

百
石
高
校
 

普
通
 

３
 

２
 

△
１
 

家
庭
 

１
 

１
 

 

六
ヶ
所
高
校
 

普
通
 

２
 

※
 
２
 

 
 
’
 

上
北
地
区
統
合
校
 

普
通
 

 
２
 

＋
２
 

農
業
 

 
４
 

＋
４
 

 

十
和
田
西
高
校
 

普
通
 

１
 

０
 

△
１
 

商
業
 

１
 

０
 

△
１
 

六
戸
高
校
 

普
通
 

２
 

０
 

△
２
 

三
本

木
農

業
高

校
 

農
業
 

５
 

０
 

△
５
 

十
和
田
工
業
高
校
 

工
業
 

５
 

４
 

△
１
 

三
沢
商
業
高
校
 

商
業
 

４
 

３
 

△
１
 

計
 

 
４
３
 

 
３
４
 

 
△
９
 

※
 
地
域
校
の
規
模
・
配
置
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
基
準
等
に
よ
り
対
応
 

 

上
北
地
区
 

<中
学
校
卒
業
予
定
者
数
：
H2
9
実
績
 1
,9
62

人
 
→
 
R4

見
込
み
 1
,5
75

人
(△

38
7)
> 

 

○
 
第
１
期
実
施
計
画
ど
お
り
の
学
校
配
置
を
実
施
 

・
三
本
木
高
校
を
重
点
校
と
し
て
配
置
 

・
上
北
地
区
統
合
校
（
農
業
科
）
を
拠
点
校
と
し
て
配
置
 

・
定
時
制
課
程
の
維
持
 

 【
統
合
・
募
集
停
止
】
 

十
和
田
西
高
校
・
六
戸
高
校
・
三
本
木
農
業
高
校
 

 
→
 
上
北
地
区
統
合
校
（
令
和
３
年
度
予
定
）
 

 【
学
級
減
】
 

野
辺
地
高
校
 
 
（
平
成
３
０
年
度
）
 

七
戸
高
校
 
 
 
（
令
和
元
年
度
）
 

百
石
高
校
 
 
 
（
令
和
元
年
度
）
 

十
和
田
工
業
高
校
（
令
和
２
年
度
）
 

三
沢
商
業
高
校
 
 (
平
成
３
０
年
度
) 

 

※
 
三
沢
高
校
英
語
科
の
学
科
改
編
は
令
和
元
年
度
実
施
 

 

 
 

各
地
区
の
学
校
配
置
等
に
関
す
る
基
本
的
な
方
向
性
（
上
北
地
区
）
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基
本
方
針
 

第
１
期
実
施
計
画
 

取
組
状
況
 

    

下
北
地
区
 

 <
中
学
校
卒
業
予
定
者
数
：
H2
9 
68
9

人
 
→
 
H3
4（

R4
）
 5
78

人
(△

11
1)
> 

<期
間
内
学
級
数
の
増
減
:△

3～
△
4
学
級
> 

 

年
度
・
学
級
数
等
 

学
校
・
学
科
 

第
３
次
 

第
１
期
 

H2
9 

H3
4（

R4
）
 

期
間
内
増
減
 

田
名
部
高
校
 

普
通
 

４
 

５
 

＋
１
 

英
語
 

１
 

０
 

△
１
 

大
湊
高
校
 

総
合
 

５
 

４
 

△
１
 

川
内
校
舎
 

普
通
 

１
 

０
 

△
１
 

大
間
高
校
 

普
通
 

２
 

※
 
２
 

 
 
’
 

む
つ
工
業
高
校
 

工
業
 

４
 

３
 

△
１
 

計
 

 
１
７
 

 
１
４
 

 
△
３
 

※
 
地
域
校
の
規
模
・
配
置
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
基
準
等
に
よ
り
対
応
 

 

下
北
地
区
 

<中
学
校
卒
業
予
定
者
数
：
H2
9
実
績
 6
89

人
 
→
 
R4

見
込
み
 5
73

人
(△

11
6)
> 

 

○
 
第
１
期
実
施
計
画
ど
お
り
の
学
校
配
置
を
実
施
 

・
田
名
部
高
校
を
重
点
校
と
し
て
配
置
 

・
田
名
部
高
校
へ
の
単
位
制
の
導
入
 

・
定
時
制
課
程
の
維
持
 

 【
募
集
停
止
】
 

大
湊
高
校
川
内
校
舎
（
令
和
元
年
度
）
 

 【
学
級
減
】
 

大
湊
高
校
 
 
 
（
令
和
２
年
度
）
 

む
つ
工
業
高
校
 
（
令
和
２
年
度
）
 

 ※
 
田
名
部
高
校
英
語
科
の
学
科
改
編
は
令
和
元
年
度
実
施
 

 

 
 

各
地
区
の
学
校
配
置
等
に
関
す
る
基
本
的
な
方
向
性
（
下
北
地
区
）
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基
本
方
針
 

第
１
期
実
施
計
画
 

取
組
状
況
 

 
三
八
地
区
 

<中
学
校
卒
業
予
定
者
数
：
H2
9 
2,
87
0

人
 
→
 
H3
4（

R4
）
 2
,4
52

人
(△

41
8)
> 

<期
間
内
学
級
数
の
増
減
:△

５
～

△
７
学
級
> 

 

年
度
・
学
級
数
等
 

学
校
・
学
科
 

第
３
次
 

第
１
期
 

H2
9 

H3
4（

R4
）
 

期
間
内
増
減
 

八
戸
高
校
 

普
通
 

６
 

６
 

 

八
戸
東
高
校
 

普
通
 

５
 

５
 

 

表
現
 

１
 

１
 

 

八
戸
北
高
校
 

普
通
 

６
 

６
 

 

八
戸
西
高
校
 

普
通
 

４
 
※
1 

４
～
５
 

０
～
＋
１
 

ス
ポ

ー
ツ

科
学
 

１
 

１
 

 

三
戸
高
校
 

普
通
 

２
 

１
 

△
１
 

五
戸
高
校
 

普
通
 

２
 

０
 

△
２
 

田
子
高
校
 

普
通
 

１
 
※
2 

 
 １

 
 
 
’
 
 

名
久
井
農
業
高
校
 

農
業
 

３
 

２
 

△
１
 

八
戸
水
産
高
校
 

水
産
 

３
 

３
 

 

八
戸
工
業
高
校
 

工
業
 

７
 

６
 

△
１
 

八
戸
商
業
高
校
 

商
業
 

４
 

３
 

△
１
 

計
 

 
４
５
 

39
～
40
 

△
5～

△
6 

※
１
 
五
戸
高
校
に
つ
い
て
は
、
県
立
高
校
と
し
て
平
成
３
２
年
度
（
令
和
２
年

度
）
に
募
集
停
止
す
る
予
定
と
し
、
同
校
の
設
置
主
体
の
変
更
等
に
つ
い
て

は
、
そ
の
状
況
に
応
じ
て
適
切
に
対
応
 

こ
の
こ
と
に
伴
う
八
戸
西
高
校
の
第
１
期
実
施
計
画
期
間
内
の
学
級
数
の

幅
を
設
定
 

※
２
 
地
域
校
の
規
模
・
配
置
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
基
準
等
に
よ
り
対
応
 

 

三
八
地
区
 

<中
学
校
卒
業
予
定
者
数
：
H2
9
実
績
 2
,8
72

人
 
→
 
R4

見
込
み
 2
,4
35

人
(△

43
7)
> 

 ○
 
第
１
期
実
施
計
画
ど
お
り
の
学
校
配
置
を
実
施
 

・
八
戸
高
校
を
重
点
校
と
し
て
配
置
 

・
八
戸
工
業
高
校
（
工
業
科
）
を
拠
点
校
と
し
て
配
置
 

・
定
時
制
課
程
・
通
信
制
課
程
の
維
持
及
び
工
業
技
術
科
の
募
集
停
止
 

 【
募
集
停
止
】
 

五
戸
高
校
 
 
 
 
 
（
令
和
２
年
度
）
 

田
子
高
校
（
地
域
校
）
（
令
和
２
年
度
）
 

 【
学
級
増
】
 

八
戸
西
高
校
 
 
（
令
和
２
年
度
）
 

【
学
級
減
】
 

三
戸
高
校
 
 
 
（
令
和
３
年
度
予
定
）
 

名
久
井
農
業
高
校
（
令
和
２
年
度
）
 

八
戸
工
業
高
校
 
（
令
和
３
年
度
予
定
）
 

八
戸
商
業
高
校
 
（
平
成
３
０
年
度
）
 

 《
定
時
制
課
程
工
業
技
術
科
募
集
停
止
》
 

 
八
戸
工
業
高
校
 
（
令
和
３
年
度
予
定
）
 

 《
五
戸
高
校
に
つ
い
て
》
 

○
 

五
戸
町
の
「

五
戸
高
校
存

続
の
た
め
、
設

置
主
体
を
含
め
た
あ
ら
ゆ

る
検
討
を
行

う
。
」
と
の
要
望
を
重
く
受
け
止
め
、
県
立
高
校
と
し
て
は
平
成
３
２
年
度
（
令
和
２

年
度
）
に
募
集
停
止
す
る
予
定
と
し
、
同
校
の
設
置
主
体
の
変
更
等
に
関
し
て
は
、
そ

の
状
況
に
応
じ
て
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
と
し
た
。
 

○
 
平
成
３
０
年
３
月
、
五
戸
町
に
お
い
て
、
町
立
化
等
を
含
め
た
五
戸
高
校
の
設
置
主

体
変
更
に
つ
い
て
断
念
す
る
旨
公
表
。
→
 
令
和
２
年
度
募
集
停
止
 

各
地
区
の
学
校
配
置
等
に
関
す
る
基
本
的
な
方
向
性
（
三
八
地
区
）
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 ＜
４

 
魅
力
あ
る
高
等
学
校
づ
く
り
に
向
け
て

＞
 

○
 

青
森

県
立

高
等

学
校

将
来

構
想

検
討

会
議

答
申

 

         
 

１
 
学
校
・
家
庭
・
地
域
等
と
の
連
携
の
推
進
 

◇
高
校
間
の
連
携
 
 
 
◇
小
学
校
や
中
学
校
と
の
連
携
 
 
◇
特
別
支
援
学
校
と
の
連
携
 

◇
大
学
等
と
の
連
携
 
 
◇
家
庭
・
地
域
等
と
の
連
携
 

 ２
 
教
育
活
動
の
充
実
に
向
け
た
取
組
 

◇
各
学
校
の
魅
力
化
と
情
報
発
信
 
 
 
 ◇

教
員
の
資
質
向
上
と
教
職
員
定
数
等
の
見
直
し
 

◇
IC
Tの

活
用
に
よ
る
教
育
活
動
の
充
実
 
◇
施
設
・
設
備
の
充
実
 
◇
全
国
か
ら
の
生
徒
募
集
 

 ３
 
本
県
高
等
学
校
教
育
の
充
実
に
向
け
た
継
続
的
な
検
証
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基
本
方
針
 

第
１
期
実
施
計
画
 

取
組
状
況
 

学
校
・
家
庭
・
地
域
等
と
の
連
携
の
推
進
 

○
 
各
高
校
間
の
連
携
の
推
進
 

○
 
小
・
中
学
校
、
特
別
支
援
学
校
と
の
連
携
の
推
進
 

○
 
大
学
等
と
の
連
携
の
推
進
 

○
 
家
庭
・
地
域
等
と
の
連
携
の
推
進
 

 
○
 
基
本
方
針
を
踏
ま
え
実
施
 

・
高
校
間
の
連
携
（
重
点
校
、
拠
点
校
を
中
心
と
し
た
各
校
と
の
事
業
実

施
）
 

・
小
・
中
学
校
、
特
別
支
援
学
校
と
の
連
携
 

・
大
学
等
と
の
連
携
（
大
学
と
の
連
携
協
定
実
施
等
）
 

・
家
庭
・
地
域
等
と
の
連
携
（
自
ら
の
住
む
地
域
を
学
び
、
地
域
を
知
る

取
組
等
の
実
施
）
 

教
育
活
動
の
充
実
に
向
け
た
取
組
 

○
 
中
学
生
の
進
路
選
択
に
資
す
る
た
め
の
各
高
校
に
お
け
る
充
実
し
た
情
報
発

信
の
支
援
 

 
○
 
基
本
方
針
を
踏
ま
え
実
施
 

・
各
高
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
等
の
実
施
 

○
 
教
員
の
資
質
向
上
の
た
め
の
研
修
の
充
実
 

○
 
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
専
門
ス
タ

ッ
フ
の
配
置
の
充
実
及
び
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
や
教
職
員
配
置
の
充
実
等
に

係
る
国
に
対
す
る
働
き
か
け
 

 
・
学
校
教
育
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
教
員
研
修
の
充
実
 

・
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
拡
充
 

・
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
及
び
教
職
員
配
置
の
充
実
等
に
係
る
国
へ
の
要
 

望
実
施
 

○
 
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
教
育
活
動
の
充
実
及
び
施
設
・
設
備
の
整
備
 

 
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
事
業
等
を
実
施
 

 
（
未
来
社
会
を
切
り
拓
く
高
校
生
の
資
質
・
能
力
育
成
事
業
）
 

研
究
指
定
校
に
よ
る
実
践
研
究
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
情
報
活
用
能
力
の
育
成
を

図
る
授
業
実
践
）
や
研
究
成
果
発
表
会
の
実
施
に
よ
り
、
地
域
課
題
解
決
に
向
か

う
資
質
・
能
力
の
育
成
を
推
進
 

 
・
統
合
校
に
お
け
る
必
要
な
実
習
室
等
の
施
設
・
設
備
の
整
備
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基
本
方
針
 

第
１
期
実
施
計
画
 

取
組
状
況
 

○
 
多
く
の
県
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
実
施
計
画
の
策

定
に
向
け
た
幅
広
い
情
報
提
供
及
び
意
見
の
聴
取
等
の
実
施
 

 

・
地
域
の
意
見
を
聴
取
す
る
た
め
の
地
区
意
見
交
換
会

（
仮
称
）
の
開
催
 

 ・
計
画
案
公
表
後
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
、

地
区
懇
談
会
、
市
町
村
等
へ
の
意
見
照
会
等
の
実
施
 

 

 
○
 
基
本
方
針
ど
お
り
実
施
 

・
地
区
意
見
交
換
会
の
開
催
 

 
 
 
平
成
２
８
年
９
月
～
平
成
２
９
年
１
月
ま
で
各
地
区
３
開
催
 

・
第
１
期
実
施
計
画
案
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
の
実
施
 

 
 
 
平
成
２
９
年
４
月
２
７
日
～
６
月
５
日
（
４
０
日
間
）
 

 
・
第
１
期
実
施
計
画
案
に
関
す
る
地
区
懇
談
会
の
開
催
 

 
 
 
平
成
２
９
年
５
月
～
６
月
（
県
内
６
地
区
延
べ
１
７
回
開
催
）
 

・
市
町
村
等
の
意
見
照
会
等
 

 
 
 
平
成
２
８
年
１
０
月
～
平
成
２
９
年
１
月
県
内
４
０
市
町
村
を
訪
問

の
上
、
首
長
等
の
意
見
を
聴
取
 

 
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
情
報
提
供
及
び
意
見
募
集
 

○
 
県
立
高
校
教
育
改
革
の
成
果
や
有
効
性
に
つ
い
て
の
継
続

的
な
検
証
 

 

・
生
徒
や
保
護
者
等
を
対
象
と
し
た
高
校
教
育
に
関
す
る

意
識
調
査
等
に
よ
る
検
証
 

・
必
要
に
応
じ
て
基
本
方
針
を
見
直
し
 

推
進
計
画
の
進
捗
管
理
 

○
 
高
校
教
育
を
巡
る
環
境
の
変
化
や
中
学
校
卒

業
者
数
の
見
込
み
、
生
徒
の
志
願
・
入
学
状
況

等
を
確
認
の
上
、
第
１
期
実
施
計
画
の
取
組
状

況
に
つ
い
て
検
証
し
、
必
要
に
応
じ
て
実
施
計

画
を
見
直
し
 

○
 
こ
れ
ま
で
翌
年
度
分
を
公
表
し
て
き
た
募
集

人
員
に
つ
い
て
、
中
学
生
が
見
通
し
を
持
っ
て

進
路
選
択
で
き
る
よ
う
、
翌
々
年
度
分
の
見
込

み
を
含
め
公
表
 

 第
２
期
実
施
計
画
の
策
定
 

○
 
第
２
期
実
施
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

地
区
意
見
交
換
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
地
域
の

意
見
を
聴
取
し
な
が
ら
検
討
し
、
平
成
３
３
年

度
の
決
定
を
目
標
 

○
 
基
本
方
針
・
第
１
期
実
施
計
画
ど
お
り
実
施
 

・
毎
年
中
学
校
卒
業
予
定
者
数
等
を
確
認
し
た
上
で
、
第
１
期
実
施
計
画

に
基
づ
く
取
組
を
実
施
 

・
青
森
県
立
高
等
学
校
教
育
改
革
推
進
計
画
基
本
方
針
検
証
会
議
の
設
置

に
よ
る
第
１
期
実
施
計
画
等
の
進
捗
確
認
・
検
証
 

・
生
徒
や
保
護
者
等
を
対
象
と
し
た
意
識
調
査
を
実
施
 

・
平
成
２
９
年
１
０
月
か
ら
翌
々
年
度
分
の
募
集
人
員
の
見
込
み
を
公
表
 

 

・
地
区
意
見
交
換
会
を
令
和
２
年
度
実
施
（
予
定
）
 

・
令
和
３
年
度
の
策
定
に
向
け
た
取
組
の
推
進
 

 

県
民
の
理
解
と
協
力
の
下
で
の
県
立
高
等
学
校
教
育
改
革
の
推
進
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